
県ゼロカーボン戦略
計画目標実現へ 「

一
家
に
1
台
E
V
L

「
省
エ
ネ
住
宅
新
築
」

推
進
会
議
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
決
定

県
は
2
2
日
、
県
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦
略
推
進
本

部
会
議
を
県
庁
で
開
き
、
戦
略
の
計
画
期
間
（
2

0
2
1
～
3
0
年
度
）
に
掲
げ
た
目
標
の
実
現
に
l

向
け
、
各
種
施
策
を
進
め
る
た
め
の
「
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
決
定
し
た
。
2
0
3
0
年
ま
で
の

二
酸
化
炭
素
（
C
O
2
）
削
減
量
の
目
標
5
8

8
万
㌦
に
対
し
、
現
状
の
ペ
ー
ス
で
は
1
2
6

万
㌦
不
足
す
る
と
の
試
算
で
、
効
果
の
高
い
施

策
に
県
民
や
事
業
者
を
巻
き
込
ん
で
い
く
考

え
。
家
庭
に
は
「
一
家
に
1
台
は
E
V
を
！
」
、

「
Z
E
H
基
準
以
上
の
省
エ
ネ
住
宅
新
築
！
」

な
ど
と
呼
び
掛
け
る
。
　
　
（
前
田
智
威
）

運
輸
、
家
庭
、
産
業
・
業
務
な

ど
の
各
部
門
に
つ
い
て
目
標
と
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
設
定
。
運
輸
部
門

で
は
乗
用
車
の
約
1
割
で
あ
る
1
0

万
台
を
E
V
（
電
気
自
動
車
）
に
、

マ
イ
カ
ー
通
勤
・
通
学
の
1
0
人
に

1
人
は
公
共
交
通
利
用
者
に
転
換

す
る
目
標
を
示
し
た
。
県
は
公
共

用
急
速
充
電
器
の
整
備
促
進
な
ど

に
取
り
組
む
。

家
庭
部
門
で
は
新
築
住
宅
の
Z

E
H
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
。
省
エ
ネ
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
で
年
間
の

1
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
収
支

ゼ
ロ
を
目
指
し
た
住
宅
）
を
1
0

0
％
に
す
る
こ
と
や
、
住
宅
屋
根

の
3
割
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

す
る
こ
と
を
重
点
施
策
と
し
た
。

Z
E
H
の
義
務
化
も
検
討
す
る
。

産
業
・
業
務
部
門
の
目
標
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
利

用
率
を
現
状
の
3
％
か
ら
2
3
％
に

伸
ば
す
な
ど
と
し
た
。
融
資
制
度

な
ど
の
支
援
策
で
事
業
者
の
取
り

組
み
を
後
押
し
す
る
。

C
O
2
吸
収
、
再
エ
ネ
、
学
び

・
行
動
の
部
門
も
設
け
て
、
森
林

整
備
や
都
市
部
の
緑
化
、
太
陽
光

や
水
力
な
ど
の
再
エ
ネ
の
拡
大
、

県
民
と
共
同
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
り
阻

み
も
進
め
る
。

関
昇
一
郎
副
知
事
は
「
全
国
的

に
も
高
い
目
標
で
、
県
全
体
が
試

さ
れ
る
場
面
。
県
民
、
事
業
者
の
巻

き
込
み
が
特
に
重
要
」
と
し
、
県
の

各
部
局
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
県

民
や
事
業
者
へ
の
働
き
掛
け
や
P

R
に
取
り
組
む
よ
う
指
示
し
た
。


